
谷 中 ― 崎 坂 建 築 協 定

(目的)

第 1条 この協定は、建築善摯法 (昭和 25年 5月法律第 201号、以下『法」とい

う。)第 69条及び台東篠難禁協定条樹 (爾書う0年 3月 台東区条傷第13

号)第 2条に基づき、第5条に定める輸筆協策   (以下「協定饉球Jと い

う。)湾 における建築物の用途、形態、構造及び意匠に目する基準を定め、

台東区の建義特の指IFと して発行された「建築デザインマニュアルJ(平成
4年).『建築環境考J(平成 6年 3月 )、 「下町壺住宅のあり方に関する

翼童薇告書 (平成6年 3月 ).「台東区景観計薔颯告書J(平職 7年 8月 )

の墓奉薔神 (以下、「台東区の機針Jと いう。)0実現を目るとともに、轟

史と文化ある三崎類の優れた寺碗環境と住宅亀彙境の

“

和、蓋びにその形成.

保全を回ることを目的とする。

2 首項の「台東区の指針Jについては、この地区に口係する新しい書螢等が定

められれば、それを加えるものとする。

(定義)

第 2条 この協定における用●0なこは,法及び建筆基準法施行令 (暉黎25年政令

388号 )に定めるところによる.

(名称)

第 3桑 この構定は、「答申三崎坂建築構定J(以下「協痣Jと いう。)と篠する。

(3定の静麟)

第 4条 この協定は、協定区城内の土地の所有者及び建曇働の所有を目的とする地上

機又は■借織を有する者 (以下.「土地の議有者●Jと いう。)の全員の合

意により静離する。ただし。第6条に定める区減に借増機の目的となって
い

る圭饉においては、当鎮壼地組の目的になっている土地の所有者以外0土地

の所有な等の全員の合意があれば足りるものとする。

(協定の壼更及び慶■)

第 5条 この協定を壼更するときは、土地の所有者等の全員0合意をもってその旨を｀
   定め。これを台東区長に申鐵してその諄可を受けなければならない。

2 この協定を廃止するときは.土地の所有者等の過半数の合意豊もってその日

を定め、これを台東区長に申籍してその露可を受けなければな
らない。
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3 土地の共有者または共同僣地権者の■合は、合わせて一の所有者または借燿
権者とみなす。

(建築協定区域)

第 6条 この3定の日的となる土地の区域は.東京都書東区書中4丁 目、同5丁目の
区域のうち、麗表■に苺げる区域 (土地表示)とする。

(難鉾告に関する碁準)

第 7条 彗定区域内の建饉場の用強.形菫、構造及びな匠は、次の各項にためる基準
によらなければならない。

■ 用途は、バチンコ店、ゲームセンター、在ラオケ等、風僣曾彙寺の彙
"及
び

彙書の適正化等に関する法律 (昭和23年法律3122号 )の絆可を要する
彙●0曾拿燿途は露めない。

2 建築魯の高さは、三崎象に面する建築物は,適霧境募線 (都市計画道路補助
第 178号餞)よ lJ 5 m未満の区域に関しては平均培盤面より建築特の高さ
14コ、軒苺さ12.5m以 下かつ地上僣獄が4以下、かつ、5職以上離れ
た区域に田しては平均地彙薔より建築衡の書き20m、 軒高さ18m以下、
かつ地上階数が6以下としなければならない。これに加え、建築働の三崎坂
に面した綺面部分は、平均地菫面より建築街の高さ14m以下、軒高さ■2.
5m以下、奥行 く三崎坂に直交した)4.5菫 以上でなければならない。
(解餞口●照)

3 首項の規定にかかわらず、寺碗の書
=で
勾配屋根とするものは、軒苺さを

101●以下とし,建築働o宙さは特に定めない。

4 地下の日数は、 1とする。

5 ■史と文化ある三繊板の環境を機承するな覆とする。奪ちつぃた色合い。自
然な感じの秦材、人に安心感を与えるな匠等、「台東区の指針Jを●熙の上、
その基本薔神の実現在鶴るため必要に応じ委員会と攀路を行う。

(選書委員会)

霧 8条 この協定の選営に目する事項を強瑾するため、各中三嗜坂●定運営委員会
(以下「委員会』という。)を餞置する。



2 委員会社.B定区壌内の土地の所有者等の互■により選出された委員若千名
をもって組織する。

3 委員の任日は 2年とする。ただし、委員が欠けた●合における●欠の委員の
任at●任者のコ府■日とする。

4 委員は、再任されることができる。

5 委員会は● 12桑の建姜中の費更の届け出に対し、この協菫●違守している

…

Ⅲ行う.

6 委員会は●項に薔し.●n=を指鴫し3●を行うことができる。

(役員)

第 9集 委員会に。次の役員を置く。
委員長    1名

“

委員長   1名

2 ■■長は委員の五遍により選出し、委員会を代表し、この●力0二雷事薔を
お指する。

3 日委員長は、委員の中から選出する。

4 ■委員長は,委員長を柏性し、委員長に事故がある時は。これを代凛する.

(違反者に対する●置)

第10桑 姜員長は、こ0●定に違反したもの (以下『違反者Jという。)があったと
き違反者に対し、委員会の決定に基づき、文書をもって相当の猶予用口を付

して、是正のための必要な書置をとることを口求することができる。

2 逮反者は、首項の■求があったときは、これに住わなければならない。

(彙覇所への墨訴)

第11条 委員長は、違反者が、首桑
"一
項の薔求に籠わないと書は.委員会の決定に

基づき。その強

“

晨行又は違反者の費用をもってお三者にこれをなさしめる

ことを、織囀所に薔求することができる.

2 ●項の訴摯手続きに要する費用は、逮反者の負担とする。



3 管轄裁溝所は、東京亀方畿鞠所とする。         .

(建築働の費更の届出)

●12条 法73肇第 1■に基づく協定の
“

可の公告があった日 (以下『基準目■とい

う。)の翌日以後に第7条の規定に関する建饉 (増改彙書む)、 ●縛又は模

曇替えをしようとするときは、事 首に委員会に届け出、この3定を離守し
ていることの薇8を求める。

(土地の所有者等の藩出)

第13条 土絶の議有者等は、所有者及び餞筆場の所有を目的とする地上薇スは賛僣薇
を移転するときは、あらかじめ、その書を委員長に属け饉なければならない。

(効力の継承)

露14条 この協定は、基準日以眸において上場の所有者等となった者に着しても、そ
の議方があるものとする。

(協定の儀承に廃する義務)

第15条 土地の所有者等 (従苗権義者)は、協定区域内の所有不曇産、僣焙機の餞渡
時に当嬢傷■が本格定により

"臓
を受けていることを菫義人 《新しい相常者)

に属知させる義薔を負う。

(有効編籠)

第16条 この機定の有効期目は、基準日から10年目とする。ただし、本8定の過半
数以上の者が藤上のなながない0合は日欄瀾了0壺目より趣算して自動織に
■0年薦延長される。その後も胃様とする。

2 この協定の書場郷目内にした行うに対する第10集及び第 11条0適用につ
いては、なお鐘歯の例による。

(柏劇)

第 17条 委員会の選営、通凛及び■事に関し必要な事項は湧に定める。

(付日)

1 この協定は、台童区長の

“

可公告のあった日から着力を発する。

2 本諄定書は、正及び写し2部を作成した上、台東区長に彙出し霧可を受ける。
澤可後は、認定通知書 (爾 )を委員長が保管し、その写しを協定者全員に配

布する。
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